
したり
中凶田川銘それ
も現代m凶

研究にたずさわっていると、な

にかと悩神的にわずらわしいζ

とも多い．そのような銭Uのな

かで、バ
イオリンを乎にし、手

あかにめ悶れた濃川をとり出レて

湾中で抑くに干聞は、悩州の円然

や郷川hのいぷ人・知人に凶まれて

いるときのように、弘を
w”は

せ、一恩師』（いぶ）
KLくれる。

M叫にとってバ
イオリンは、
今

回、そのような
斌昧をまず筋一

にもつものだが、そのような必
とるにくらべたら依のレベルは

技術的には
絡円以の浪がある。今

回ではバイオリン人口もピアノ

人口も
わが同は幼時のおけいこ

とととして
は償舛行敏のもので

あるが、受
験問。や行刻社会で

の鵡AVの戒しさのためか、せっ

かく、そのようにして幼時から

川
イオリンやピyノに司レんで

も、それ
を持鋭さ
せ石のはなか

な
か凶婦であるようで、怠災と

して行策の辺そ選ぶ台以外は、

まず批初は
凶MK匂のとろ、次に

かで剛M
mm兇氏、山
ぷ山叫44（あ

やζ）民（政人）、小体健次民ら

そわが凶の将来
を叔うバイオリ

ニストとして山口てられる一方、

戸期間の凪明
日出向問先生、ピアノの鈴

木静チ
先生、布地xf先生、バ

イオリンの奥村・松井・
白剤の

必先生など中央・地方の
汽稲山嵐

や松
本市の後同刊行の協刀冷得て

市内下織田の水池ニ断述て
す伊仙

り受げ、松
本向H蹴病院存側役され

て
おもなくのζとであり、ふは

－ての
患ない
扇隼の一
ム」あ

った－今日では、絵

臨

本音
副長は
イ飽

釘

葬会館に
護

し、

一松益巾民会

嶋

館前のラゴフッ

中

ク広燭脇の立派

は血円m山の
殿品川と

なって、全開は

もとより悦界各地から
の関学生

も然めているが、
終戦瓜胤慌
の当

時は
策的に
も疋小川出し、
品ゆがは

れ芯い手つきで後泌
しり織して

くれたものである。
μ剛容一百に

ぷdの臼
ぶ瓜泊館で附加され
る才

能
取調円
史五回一一
会は
日供たちの

すば
らレい大合実として人びと

に騒動を与えているが、このよ

うな成果は、いまも下横田に残

る松
本官楽院の水巡説
経から生

まれたのであった・あのζろの

松本苛策院は、環境乙
そ昨日楽の

織にそぐわないものだったけれ

ども、クリスマスのささやかな

パーティーではみなでバッハの

円ベルコン
乏ルト
雰岬持し

たり、副枯骨九
PDが
「野口ゃん
控D

申ん」と呼ん
で削摘しんでいた笠

間
緋見民がヴィ
タローのシャコ

ンヌやハッハの
無伴災ソナタを

脱い
て広たちに
崎前閉そ与えてく

ζζ数年、
中闘をめぐる内外

の
動きが大きな
単向を示したた

めか、度休みというぷたちにと

ってのささやかな，特権’も十

分にj交したためしがなかった

が、今年は久しぷりに悶州の夏

符制限するととができた・子供

たちを遮れて、絵本の私の山涯

の眼前の弘法山か
ら申一安の泌の

と・ての背後の山々
をヤブを分げ

て必いたりしたが、倣近、m方

後
方mが発見されておdそ呼ん

だ弘法山は、幼時に町中に生ま

れ宵った
私が近

一附の子供たちと

111

HV
計一

一
松
本
音
楽
読
の
こ
ろ

あり、
闘民
主

rIIllit－
－II
l
l
it
－－I
l
li
－
－－－
－

一計
年生のときに
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たちは、たレか

ごノ
ニ司4

JFJ
E

E
t
d』ノ

て一一
俸隼のこ

ろ、食槌のためのア力ザの艇や

対米バコぞ依りに澄った山でも

ある
そんね必い山山に彩られた

松本の浸は、ぷにとってかけが

えのないものだが、胤京へ民る

日は限ぐやってきた・秋からの

掃Zの南中川剛や共同mmmプロジェ

クト、一海
外学術向託針耐なとの

スケジa1ルが山積しているか

らである・
相仙のkうに凶甲山関係泌をma

が『xr凶作以申の本年三
口付円切に

「ぷとヴγイオリン」と随ずる

ヱ3セイ
そJくハメになったと

ころ、多くの人びとから驚かれ

たり、うらやまレがられたりし

先日、
放年ぶりに恩師の鈴木

叙一先生にお会いしたら、いま

もお一克ぷな鈴木先生は私の剣文

をすでに緩まれていて響んでく

ださったのでうれしさとともに

目く恐縮してしまコた“私のよ

うな圃輔衆そもつ者のあいだには

苛
鳴2MM2や山市門吸はだしの行

期制坪績をぶつ殺は多いけれど

も、自分で策肌仰を、それもバイ

オリンを州く必は、やはり少な

いようである

バ
イオリンのJ
問教訓け
が晶一期

に普及したためであ
るコが、最

近の
学生たちのオーケストラな

ど
を醐叩いてみると、税の
学生の

はせいぜい
大学生のζろまでで

終わってしまうようである・こ

れは大変惜しいζとであり、一

つの文化の内節
約組問失であるよ

－
2片岡もする・

割払とバイオリンとの出会いが

gH身の
成一訟のプロセスにどの

kうなハプニングそもたらした

かについては、先のエッセイで

触れたので、とこに凝り返さな

いが、同執が初めてバ
イオリンを

手にレ、鈴
木先生一の
門下に交わ

ったのは、たし
かぶの
小品十段四

年生の冬、
限利二十二年の初頭

であった。それ
は信州市に
疎開さ

れた鈴
木先生がぬ後の
荒廃のな

れた。立問氏のようなすばらし

い天
才がふの
れ廷にお竹往したこ

とは、背楽にたいしていかに掛川

hがあるっとも
生半な
才能と筏

術で斤

需両目遣を
小むべき

でははいとと
序回以くか
らM覚さ

せてくれたLやつにも淑う・

とうしてぷはいま仕事の合間
にバッハやJFツ
ルト序信仰

し、
わが子らにバイオリンのヂ

ほどきそするのそ私
の独りの愉

（たの）しみとレているのであ

る・
（ソポ

t外阿川犬同則
投綬・－一叶柏

市・川々し）

帽調子心中の
似しいニデlスを

新
聞紙上に見ない日は少ない。

訟も子を持つ
潟として、ζのm

の記事に無関心ではいられな

’u
 
なぜ親
子心中は起ζるのか・

どうすればζれ
串再開ぐζとがで

きるのだるっか・

欧米には心中なるものは無

い、という。キリスト
崎県出では

自殺を忌むので、日本ほど集団

自殺が回一泊しないだけのとと

で、
世帯放宛として処訓制される心

中もまれにはあるのではない

か、という
%がしないでもな

子 一一一一一篤罫

か、と街えてみると、＋中八、

九、心中の巡を淑ぶに途いな

い、とい
う銭がする・子供ばか

りが後に残った状m
ff矧像して

みると、やはり縫いてはい切な

い心境になる・ぷが宛ねば失は

再婚・ν、子供は織母舟持つだろ

う－仮に私の溺・兄弟に引き取

られたにしても、彼らは母のな

いチとして

別々決くWらすだろ

5・もしまた
m般にmけられた

ような
場合、たとえそζが
紋別

に行き凶い

器禁怒してく

れるところであるとしても、子

供は一朝刊の日険
制引態前
符身につ

けるのではないか・以上のよう

に帯えて駄目団「いっそのとと」

とチ供なわが子で別惜してし率つ

だろう。どうもとういう強必は、日本

人に限るもののように思われ

る一
欧米にだコて捌酬に死に別れ

た7Tはたく
えおり、
相相狐や施

設で汚てられている・そとで

は、必のもとにいたとぎほどの

変怖は期待で♂ないかもしれな

い・しか
し鴻のある子と彼らと

の泌必は、日本におけるほどは

なはだしくないようにみえる・

はぜか・私は多分、そとには山川

教
のカが働いていると川地う・施

設の関係者はもとより、償問一

般も（そしてとれが大い
にもの
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